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データベースとは？ 

 「データベース」の定義 

2 

 大学向けのデータベースとしては、
図書・雑誌の書誌情報や所蔵情報、
雑誌や新聞の論文・記事、事典、
辞書などを検索するサービスがあ
ります。 

［database］【ＩＴ関連用語】【コンピューター】相互に関連のあるデータを蓄積したもの．情報
や資料を収集・分類・整理し，多目的に利用できる統合化ファイル．DBともいう． 

 

"データベース［カタカナ語］", 情報・知識 imidas 2015, JapanKnowledge, 
http://japanknowledge.com, (参照 2015-11-05) 

 

図書館ホームページでジャパンナレッジは、 
「データベース」-「辞典・統計などを調べる」 
のカテゴリーに分類されています。 
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情報には鮮度と熟成度とも言うべき性質があり、 

コンテンツの媒体によって、それらは異なる。 
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※この場合、バックファイルは考慮しない。 

※辞書・辞典はジャパンナレッジを対象とする。 

分類の参考： 吉場千絵/神奈川大学図書館/【情報の流れ】/『ガイダンスプログラムの組み立て方 点を線で結ぶプロセスアプローチ』P.28 
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図書館データベースにおける、
媒体ごとの性質 
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データベースを使う理由 

検索エンジン（GoogleやYahoo!など）を使った検索では得ら
れない、信頼度の高い情報を入手できます。 

 インターネットで無作為に検索した結果には、誤った情報が含まれてい
る可能性があります。 

その内容が学術的な見地によって保証され、その質が専門家
や編集者・出版社によってきちんと担保されている記述／記
事・データを効率的に手に入れることができます。 

 それらの記述／記事は、即座にレポートや論文に引用することができ
ます。 

ただし、最新のニュースや人物情報などは、インターネット上の
情報が勝ることがあります。 
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利用目的によって使い分け
て、存分に活用しましょう！ 



データベースの 
ログイン／ログアウト 

 例えば、「同時アクセス1」と設定されている場合、
大学内で同時に使えるのは1人です。 

 2人目以降は、先に使っている人が「ログアウト」
するまで待つ必要があります。 

 どのデータベースも利用後は「ログアウト」ボタン
を押して終了するクセをつけましょう！ 

同時に入れるのは1人のみ 

2人目以降は
待つ必要あり 
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ログアウトボタンは
画面の右上にあるこ
とが多いです。 



ジャパンナレッジとは？ 
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50種類以上の辞書、事典、雑誌、叢書（シリーズ）のコンテンツに…… 

項目の新規追加、改訂 

マルチメディア(画像、音声) 

便利な検索機能 

一括検索し、結果を閲覧できる
データベースサービスです。 

などを付加したものを、 

http://japanknowledge.com/library/ 

http://japanknowledge.com/library/
http://japanknowledge.com/library/


収録コンテンツ 

画面上部のコンテンツをクリックすると、収録コ
ンテンツの詳細を確認することができます。 
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日本国語大辞典（通称「ニッコ
ク」）のコンテンツ情報 

辞書・辞典類が中心です。
論文は収録されていません。 

http://japanknowledge.com/contents/


ジャパンナレッジで何ができる？ 
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①：言葉の正確な表記、意味を調べる。 
 
②：事象の概要や由来を調べる。 
 
③：事象の関連情報や周辺情報を調べる。 
 
④：有益な参考文献や資料を効率的に探す。 

調べもの、調査はもちろん、 

論文やレポート作成のベースキャンプに 



（参考）レポート・論文作成時に
必要なプロセス 
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プロセス① 

•課題設定力、論点発想力 

（テーマから自分なりの論点を考える） 

プロセス② 

•情報収集力、情報散策力、情報整理力 

（論点に従って調査し、資料を取捨選択する。） 

プロセス③ 

•読解力、要約力、文献整理力 

（集めた情報を読み解く。） 

プロセス④ 

•批判的思考力、課題考察力 

（調査結果を分析、考察する） 

プロセス⑤ 

•表現力、論理構成力、文章構成力 

（考察結果を論理的に表現する） 

プロセス⑥ 

•自分自身の論文作成を振り返り修正する力、自己管理力 

（最終的に振り返り、全体を確認する。） 

参考：桑田てるみ編 （2015） 『学生のレポート・論文作成トレーニング 改訂版』 p.38   

ジャパンナレッジを
はじめとしたデータ
ベース類は、このプ
ロセスで活用！ 



検索のコツ（ファセット検索） 
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一覧表示 

カテゴリー展開 

リセット 

プラス・マイナスボタンでコンテンツリスト全体
を開閉。 

カテゴリー内のコンテンツを、絞り込み選択し
ない状態で、コンテンツリストを開く（左画面例
の状態）。 

検索結果を、絞り込む前の元の状態に戻す。 

「使い方ガイド」表紙と同じ
カテゴリーになっています。 



検索のコツ（便利な機能） 
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注意：引用元挿入機能との併用はできません。 

■Knowledge Searcher（ナレッジ・サーチャー）機能 

Knowledge Searcher 機能をオン

にした後、本文中の言葉をマウス
で選択すると、その言葉で再検索
することができます。 



検索のコツ（便利な機能） 
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■引用元挿入機能（対応ブラウザは Internet Explorer のみ） 

 
 

引用元情報（項目名、コンテンツ名、
データベース名、URL、参照日時）
が自動的に挿入されます。 

注意：ナレッジ・サーチャー機能との併用はできません。 



ジャパンナレッジを使った検索例 
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＜例１＞明治期の女子教育に貢献した人物を調べたい。 

 ★検索のヒント★ 

「見出し」検索だけでなく「全文」検索も試し、結果が多い場合は、対象コンテンツを絞り込んでみましょう。 

＜例２＞寿司について、英語で説明したい。参考になる英文はないか？ 

 ★検索のヒント★ 

 「すし」を表す漢字は複数あります。効率よく検索する方法を考えてみましょう。 

＜例３＞「ありがとう」の方言を調べたい。 

＜例４＞ 「日本国語大辞典」の用例に登場する「料理物語」の料理を調べたい。 

 ★検索のヒント★ 

どちらも「日本国語大辞典」の「個別検索」画面を活用しましょう。 

＜例５＞「国史大辞典」の中に、本居宣長の『古事記伝』を参考文献として執筆された
項目はいくつあるか？ 

 ★検索のヒント★ 

「国史大辞典」の「個別検索」画面を活用しましょう。 
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＜例６＞就職活動に役立つ情報を入手したい。 

★検索のヒント★ 

 詳細（個別）検索画面で、「現代用語の基礎知識」「会社四季報」「週刊エコノミスト」「イミダス」などを選
択してみましょう。キーワードを入力しなくても、トピックから検索できる場合があります。 

＜例７＞「外食産業に関する問題について、何か取り上げて論ぜよ」というレポート課
題が出たので、データベースを使って資料を集めたい。 

★検索のヒント★ 

 「（自由に）論ぜよ」という課題には、まず「問い」を立てることが必要です。テーマに関連して思い浮かぶ
単語や疑問を付箋に書き出してみたり、5W1Hの疑問文を作ってみる作業をしてみましょう。 

 テーマはできるだけ絞ったほうが、レポートは書きやすくなります。キーワードを複数組み合わせたり、
資料が手に入るかどうかも考えながら、テーマを設定しましょう。 

参考：桑田てるみ編 （2015） 『学生のレポート・論文作成トレーニング 改訂版』 
    慶應義塾大学日吉キャンパス学習相談員（2014） 『学生による学生のためのダメレポート脱出法』     

外食産業 

ファーストフード 

マクドナルド 

When（いつ？） いつぐらいから人手不足の
問題が出始めた？ 

What（なにを？） 海外進出時の問題点は
何だろうか？ 

Where（どこ？） どこの国・地域への海外進
出が進んでいる？ 

Why（なぜ？） なぜ日本マクドナルドは
低迷しているのか？ 

Who（だれが？） 近年やり玉にあがることの
多い経営者はだれだろう？ 

How（どのように？
どれぐらい？） 

どうすれば「ブラック企
業」を減らせる？ 

ジャパンナレッジを使った検索例 



ご質問・お問い合わせは… 

 

 株式会社紀伊國屋書店 学術情報商品部 
電子商品課（担当：吉田） 

 〒153-8504 東京都目黒区下目黒3-7-10 

 Tel: 03-6910-0518  Fax: 03-6420-1359 

 Email: online@kinokuniya.co.jp  
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